
待機児童解消に向けた取組の状況について
【保育の申込者数、待機児童数の状況】
○ 女性就業率（25歳から44歳）は年々上昇し、申込者数も年々増加していたが、令和２年の女性就業率は減少

（77.4％）に転じており、これに伴い申込者数が減少している。2021（令和３）年４月時点の申込者数は約282.8万人
で、昨年度と比較して減少（約1.4万人減）。

○ 2021（令和３）年４月時点の待機児童数は、5,634人となり、調査開始以来３年連続で最少となる調査結果。
○ 2017（平成29）年の26,081人から、４年で20,447人減少し、待機児童数は約５分の１に。

【保育の受け皿拡大の状況】
○ 「新子育て安心プラン」による保育の受け皿拡大量は、令和３年４月調査における市区町村の受け皿拡大量見込みを

積み上げると、2021～2024（令和３～６）年度末までの４年間で約14万人分が拡大する見込みとなっている。
○ 令和３年度からスタートした「新子育て安心プラン」に基づき、各年度ごとに、自治体における待機児童の状況や保

育の受け皿拡大量の見込み等を踏まえながら、必要な受け皿の確保が進むよう支援を行っていく。
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